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鉄道写真詩コンテスト入賞作品集

講　評

一般社団法人交通環境整備ネットワーク

写真と詩で伝える鉄道の魅力

国土交通省鉄道局長賞

◇　米屋こうじ　Yoneya  Ko j i ◇　水無田気流　Minash i t a  K i r i u
鉄道写真家 詩人・社会学者

鉄道写真詩とは、「鉄道写真」に「詩」を組み合わせて鉄道の魅力や旅情を表現する芸術活動です。
いつもの鉄道、旅先での鉄道、その時々にとらえた鉄道の表情とともに作者の心情が伝わってきます。

鉄道写真詩とは

わたらせ渓谷鐵道　上神梅駅

JR予土線　土佐大正・土佐昭和間

小湊鐵道　養老渓谷・上総大久保間
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 鉄道写真詩コンテストは、回を重ねる度に
作品がレベルアップしているのを実感しま
すが、今年は特に写真において優秀な作品
が多いと感じました。
　一般的な写真コンテストで上位に入賞し
そうな作品が多数見受けられるなか、私が
選んだ河内優さんの「映る」は、引退迫るド
クターイエローを写した作品。高速で走る
新幹線を、標準レンズ域の画角で、この位置
に写し止めるのはかなり難儀なこと。加えて
カーブミラーへの映り込みを絶妙に捉えた

ところに、技術の高さと着眼点の良さを評価しました。詩では、走行
音を“ヒュンヒュンヒュン”と表現するなど、流れるようなスピード感や
ドキドキ感が伝わってきました。
　河内さんの躍動ある作品と対照的に、写真から静けさや温もりが
伝わってくるのが、舞台劇を思わせるような詩も魅力的な、保坂美
枝さんの「聖なる夜の無人駅」（国土交通省鉄道局長賞）。折しも、被
写体となった上神梅駅は、地元の有志が歴史ある駅舎を整備する
活動をスタートさせています。成田美香さんの「波音と鉄路のシン
フォニー」（鉄博賞）は、充足感に包まれた時間が詠まれた詩が、淡
いトーンの写真と小気味良くマッチしています。

　今年で8回を迎える鉄道写真詩コンテ
ストは、例年以上に凝った鉄道写真が散
見されました。鉄道の速度、光、空や周囲
の風景、さらには人々などとそこに合わせ
る言葉をどのように切り取るのかはまさに
このコンテストの中核となる部分ですが、
これまで以上に多様で魅力的な含蓄に富
む写真に感心しつつも、詩とのバランスに
悩みながらの選考となりました。
　今回私が選出させていただいた恵良雅
之さんの「六花」は、タイトルも雪の雅風な
異名を一単語置いて、大湊線陸奥横浜駅
構内の雪の舞う中、気動車のヘッドライト

の光線が降雪の静寂さを引き立て、筆者の心の内奥を綴るモノ
ローグのように、久しぶりに会う「君」へかける言葉が探られていき
ます。三連構成のシンプルな散文調の詩ですが、初連、二連で冒頭
「君が帰ってくる」がリフレインされ筆者の緊張感が淡々と表現され
た後、終連は通常の文法では3行目に入るところをあえて転倒させ
て末尾に持ってきたことで、シンプルな明喩が活きています。
　国土交通省鉄道局長賞「聖なる夜の無人駅」と鉄博賞「波音と鉄
路のシンフォニー」は、写真の素晴らしさに比して若干言葉による
説明が過多な印象を受けましたが、鉄道のある情景に関してはつ
い饒舌になりがちということの証左かもしれません。
　「詠み鉄」の皆さま、今年も誠にありがとうございました。来年も、
皆さまの作品を楽しみにお待ちしております。
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 JR大湊線　陸奥横浜駅

近畿日本鉄道　大阪線　三本松・赤目口間

 JR釧網本線

津軽鉄道　嘉瀬・金木間

JR中央線　飯田橋駅　　鉄道写真詩コンテスト2024　

鉄道×文学の新しい表現に挑戦！　あなたの撮った鉄道写真にあなたの詩を添えて

ー 写真と詩で伝える鉄道の魅力 ー

協賛：  旅の手帖　・   交通新聞社   ・   関東交通印刷

https://ecotran.or.jp/photo/2024/

「鉄道写真詩」は、「鉄道写真」に「詩」を組み合わせて鉄道の魅力やその旅情を表現する芸術活動です。
本コンテストは、その登竜門としての役割を担うもので2017年に第1回を開催し、
今回で8回目となります。作品は2024年7月1日から9月30日の間、ホームページの
応募フォームより受付を行いました。
多数のご応募をいただき、ありがとうございました。
本コンテストの作品及び過去の受賞作品は、ホームページでご覧いただけます。

JR函館本線　小樽市旭展望台
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JR東海道新幹線　三河安城・名古屋間
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う
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が
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ぼ
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行
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